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トレードスタイルについて

プライスアクションで判断している。

プライスアクションとは…

「チャートの形」ではなく、「チャートの値動き」に注目したトレード手法。

値動きとは具体的に？

・レートが変わるスピード

・ローソク足の作られ方 など

★プライスアクションは、「こういう値動きをしたらこうなる」というのを言葉で
表現するのが難しい。

自分で練習を繰り返して体感していき、体で覚えていく。
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トレードスタイルについて

・トレードスタイルは、スキャルピング。
ポジション保有時間は、秒スキャが多い。たまに数分間持つことも。

・基本的には逆張りで入る。
秒スキャだと特に、順張りで入ってしまうと、相場の動きに遅れてつい
ていく形になり、間に合わないことが多い。
逆張りは上昇している時に売って、下落している時に買うので、リス
クは高いかもしれないが、「ここまで上昇したら下がりやすい」「ここま
で下落したら上がりやすい」というポイントを知っておくと、そんなに難
しいものではないと思う。
スキャルピングで実践で勝てる手法は、逆張りだと思います。
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トレード手法の解説

ラウンドナンバーでの逆張り手法

ラウンドナンバーとは、キリが良い数字のこと。（111.000、109.000 など）

どのラインをラウンドナンバーとして意識するかは人それぞれだが、112.000、
110.000や、その中間の112.500、109.500などもラウンドナンバーとして見ている。

ラウンドナンバーは市場参加者が利確のラインとして意識しやすい。その性質を利
用したトレード手法。

ラウンドナンバーにタッチするまでは上昇してい
る。（買いポジションを持っている人が多い）

ラウンドナンバーは利確のラインとして意識され
やすいので、買いポジションを持っている人達が
利確する（＝売り決済が入るので、レートが下が
る）と判断し、 部分でショートで入る。

例えば…

110.000
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ラウンドナンバーでの逆張り手法

①エントリー（ショート）…108.498
利確…108.484
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ラウンドナンバーでの逆張り手法

②エントリー（ロング）…108.505
利確…108.519
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ラウンドナンバーでの逆張り手法

③エントリー（ショート）…108.496
利確…108.479
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ラウンドナンバーでの逆張り手法

④-1 エントリー（ロング）…108.016
損切り…107.992

④-2 エントリー（ロング）…107.988
利確…108.033
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トレード手法の解説

市場参加者の心理を読み取る逆張り手法

市場参加者の大勢がどこでポジションを持って、どこで決済したくなるのかを考えて、

その逆をいくトレード手法。

市場参加者の心理は、チャートから読み取ることができます。

① 部分で、前回の高値を更新しました。

前回の高値を超えると一気に上昇することが多いので、ここ
で買いポジションを持った人が大勢いると思われます。

②ですが、その後そんなに大きく上昇せずレートが下がって
きました。①の時に買いポジションを持った人達が、

「これ以上上がらないだろう」と思って利確したり、損切りして
くる動きが入ると思うので、 部分で逆張り（ショート）で
入ります。

①

②
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市場参加者の心理を読み取る逆張り手法

①エントリー（ショート）…108.522
利確…108.516
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市場参加者の心理を読み取る逆張り手法

②エントリー（ロング）…108.455
利確…108.465
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